
第１回下川町林業振興審議会 会議録 

 

日 時 令和６年７月１６日（火）午後６時３０分～午後７時３０分 

場 所 役場４階中会議室 

出席者 板橋太郎会長、麻生翼委員、越智光司委員、三津橋弘茂委員 

田中由紀子委員 計５名 

亀田課長、平野参事、斎藤係長、今主査、伊東専門員 計５名 

 

議  事 

（１）下川町産業振興基本条例（仮）について 

・事務局から資料に基づき説明 

・農林商の条例（理念や方向性を定めるもの）をまとめて、その上の規則で機動的な

内容を拡充、さらにその上に要綱を整備して担当者が変わっても施策の継続性を担

保できるようにする。 

・審議会については条例に記載されている。 

・９月議会で条例での成立を目指して、具体的に進めていきたい。 

 

（２）意見交換 

委 員：産業分野ごとに専門部会を設けるというのは、各部会の３人が構成員になる 

のか？または、それ以外に専門分野の人が入るのか？ 

事務局：農商業の審議会では構成員が３人では足りないという意見が出ている。専門 

部会の人数については規則で何人以内と記載しようと思う。 

会 長：分野を一つにまとめるのは、共通する課題（人手不足、高齢化）があってま 

とめたということだが、人口が減ってきているなかで、それぞれの分野で委 

員に出てもらうのが難しいことがあったり、事務局の負担をなくしたりする 

面もあるのか？ 

事務局：総合計画審議会の全体会議の定員が２１名になるが、公募しても定員に満た

ず１８名で、３部会あるため１部会６名でやっている。仕事をしている人か

ら意見を聞く面からしても人数が少ないと駄目 

事務局：事務局の負担は変わらない。 

会 長：他分野の人と一緒の会議になると、個別具体的な話ができないから専門部会 

があると思うが、専門部会も同じメンバーだと会議が増えてしまうことにな 

るのではないか？ 

事務局：人数がいれば意見が出せるかというとそうでもない。少ない人数で柔軟な対 

応ができるようにしておいても良い 

事務局：人数が多いと議論が深まらない。 

委 員：新しい審議会が何をするための会議になるのか。産業全体の課題について話 

し合うのであれば必要だと思う。 

 

会 長：条例の基礎となる部分に要綱が乗るという形だが、これについて意見はある

か。ある程度の大枠を条例で決めて、規則で機動的な内容を決めるとのこ



とだが、条例だと議会の議決が必要で労力がかかるが、規則だと町長の決

裁で変えられるのでやりやすいのではないか？ 

事務局：見直し期間 4年、林業のみ見直し期間がないので、今後議論が必要。補助メ 

ニューの大枠は条例で決める。議会とも共通認識を持つ。補助率も条例で記 

載した方が良いという方針 

会 長：他産業から林業は予算を増やす、減らすという話題がでる可能性もあるので

はないか？ 

委 員：林業は機械補助で有利な率なのか？ 

事務局：中小と林業の補助率は揃えている。メニューについても横並びで設定してい 

る。 

会 長：国の補助金を森林組合ではもらっているが、農業の方が国の補助額が多いの 

で、議論ができるのであれば、議論をしたくなるのではないか？ 

委 員：３つあると議論する時間も 1/3 になってしまうのか。関係ない話も聞いてい

ないといけないのか。分けて話し合った結果を報告共有する方が良いので

はないか。これまで条例作る際にヒアリングを行って審議会で議論してい

たが、審議委員が少なくなっても継続して実施してほしい。 

事務局：農業者とのヒアリングと林業林産業のヒアリングは意味が違ってきているの 

で、今後も継続していきたい 

事務局：農協の各部会にはヒアリングしている。 

委 員：各産業の特色があると思うので、それぞれの特色を認めて、それぞれにあっ 

たやり方を継続してほしい。横断的なものを入れられるメリットがあるが、 

人材確保、農地林地化、農地に他業種が入り込むことを考えると、良い面も 

あるが、業種を超えた場合は条例のどこに記載されるか 

事務局：条例の総則で記載できる。全体で議論できるテーマなので、人数が多くなっ 

ても議論できる 

会 長：現在の案としては各分野から３人ずつ委員が出て、委員の意向で専門部会を 

設けるとのことだが、その点に意見があるか？ 

委 員：３人という人数にこだわりはあるか？ 

事務局：条例で何名以内と決める必要がある。専門部会は人数を決めずに柔軟に対応 

したい。 

委 員：人数が増えてもそこまで変わらないと思うので、やってもらえれば良い 

委 員：林業だけ１人の出席になる場合でも開催するか？ 

事務局：規則に審議委員の半数以上の出席で成立はするが、各分野何名以上という記 

載にすれば配慮できる。 

会 長：最終的な規則の中身はいつ決めるのか？ 

事務局：細かい内容は 9 月以降となる 

 

（３）その他 

・パブリックコメントに向けて今日の意見を汲んで調整する 

・２回目については改めて日程調整をする 


